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小さな回教寺院

パキスタン ・フンザ地方

（絵・ 山田純子）

ペシャワール会は1983年9月、中村医薗のパキスタンでの医療活動
を支援する目的で結成されましだ。彼の活動を支援するとともに、

アジアの人々についての理解を深めていきだいと願つています。
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皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
年
度
末
の
慌
た
だ

し
い
中
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
お
仕
事
お
疲
れ
様

で
す
。
そ
ち
ら
は
も
う
桜
の
花
も
ほ
こ
ろ
ん
で
、

ま
た
恒
例
の
花
見
を
楽
し
み
に
、
お
元
気
で
お
過

ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。

こ
ち
ら
は
日
に
日
に
夏
を
思
わ
せ
る
日
射
し
で
、

洗
濯
物
の
乾
き
が
早
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
夜
は
ま
だ
冷
え
込
み
ま
す
。

今
が
最
も
忙
し
い
季
節
で
、
四
月
九
日
に
始
ま

る
ラ
マ
ザ
ー
ン
（
断
食
月
）
の
前
に
大
抵
の
仕
事

の
キ
リ
を
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
日

来
、
医
学
生
の
鎌
田
君
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
、

助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
例
年
を
遥
か
に
上

回
っ
て
、
外
も
内
も
波
乱
含
み
で
、
真
面
目
に
考

内
外
と
も
に
濃
乱
含
み

え
る
と
気
も
狂
い
そ
う
で
す
が
、
こ
こ
は
持
ち
前

の
怠
け
癖
を
発
揮
し
、
お
つ
む
を
鈍
感
に
し
て
生

き
延
び
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
加
え
て
、
（
妙
な
話
で
す
が
）
「
女
性
を

外
で
働
か
せ
る
の
は
イ
ス
ラ
ム
に
反
す
る
」
と
い

う
反
動
ム
ー
ド
に
押
さ
れ
て
、
事
務
の
ア
フ
ガ
ン

人
が
休
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
事
務
機
能
が
麻
痺

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（
パ
キ
ス
タ
ン
の
首
相
は
女

性
で
す
が
、
自
ら
「
女
性
は
男
性
と
握
手
の
挨
拶

を
せ
ぬ
よ
う
に
」
と
の
お
ふ
れ
を
出
し
ま
し
た
。
）

気
も
遠
く
な
り
そ
う
な
未
決
書
類
の
山
を
前
に
、

イ
ス
ラ
ム
と
い
う
の
は
日
本
人
の
我
々
が
想
像
す

る
以
上
に
強
靱
な
掟
だ
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

思
え
ば
こ
の
一
年
間
、
情
勢
は
波
乱
に
つ
づ
く

波
乱
で
、
殺
伐
な
ム
ー
ド
の
中
、
案
外
サ
ボ
リ
癖

を
出
し
な
が
ら
ゆ
る
ゆ
る
と
や
っ
て
行
く
の
が
良

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

て
ん
か
ん
診
療
の
準
備
中
で
す
。

●
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
の
便
り
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ア
フ
ガ
ン
人
・
チ
ー
ム
の
育
成
と

中

村

哲

J
A
M
Sの
発
足

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
は
こ
の
と
こ
ろ
、
ら
い
病
棟

建
築
中
で
動
き
が
取
れ
ず
、
こ
の
数
力
月
は
ア
フ

ガ
ン
人
・
チ
ー
ム
の
育
成
と
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

て
ん
か
ん
診
療
態
勢
の
準
備
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
ア
フ
ガ
ン
人
・
チ
ー
ム
は
現

在
四
十
四
名
の
大
き
な
部
隊
と
し
て
急
成
長
し
、

名
称
も
ア
フ
ガ
ン
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
か

ら

J
a
p
a
n
'
A
f
g
h
a
n
M
e
d
i
c
a
l
 S
e
r
v
i
c
e
 
(
J
A
 

M
S
)
と
変
わ
り
、
国
連
機
関
と
の
協
力
下
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
再
建
の
一
翼
を
担
う
と
共
に
、
日

本
の
良
心
的
な
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
の
受
け
入
れ
団
体

と
も
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
手
元
に
届
い
た
「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
の
た
め
の
農
村
医
療
計
画
」

は
、
彼
ら
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
す
。
（
次
頁
）

こ
れ
は
、
ら
い
多
発
地
帯
の
山
岳
農
村
部
に
積

極
的
な
医
療
・
保
健
活
動
を
展
開
し
、
恨
み
の
ら

い
震
源
地
の
息
の
根
を
止
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
七
月
か
ら
ニ
カ
月
間
の
綿
密
な
調
査
を
組
織

し
て
企
画
を
具
体
化
し
、
今
年
の
夏
か
ら
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
の
配
備
と
試
行
錯
誤
を
開
始
す
る
そ
う
で

す
。
私
は
単
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
役
で
、
非
常
に
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て
ん
か
ん
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
一
年
半
以
上
に

て
ん
か
ん
診
憲
の
憲
気
上
か
る

JAMSのメンパー（左から 6人めが中村医師）

重
要
な
役
を
果
た
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ど
う
ぞ
彼
ら
の
国
土
再
建
の
情
熱
に
ご
声
援

下
さ
い
。

わ
た
っ
て
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
大
学
の
主
に
精
神
科

と
協
力
し
て
臨
床
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
重
ね
、
神

経
病
学
の
向
上
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
（
こ
れ

は
余
り
怠
け
癖
を
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
）
。
か
い
あ

っ
て
、
今
回
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
か
ら
待
望
の
脳
波

計
が

J
A
M
S
を
通
じ
て
大
学
病
院
の
精
神
科
に

送
ら
れ
る
事
に
な
り
、
精
神
科
教
授
以
下
、
大
変

な
喜
び
よ
う
で
し
た
。
（
そ
れ
ま
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
に
は
何
と
脳
波
計
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
一
っ

は
脳
波
を
読
影
で
き
る
人
材
が
な
か
っ
た
の
で
、

粘
り
強
く
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
続
け
て
読
影
技
術

を
伝
え
ま
し
た
）
。

脳
波
計
は
三
月
十
四
日
に
合
法
的
な
手
続
き
を

終
え
て
受
け
出
さ
れ
、
現
在
精
神
科
か
ら
医
師
た

ち
が
操
作
方
法
を

J
A
M
S
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
か

ら
習
っ
て
い
ま
す
。
習
熟
し
た
後
に
、
ラ
マ
ザ
ー

ン
前
に
正
式
に
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
佐

藤
雄
二
先
生
が
昨
年
四
月
精
神
科
を
訪
れ
、
シ
ャ

フ
ィ
ー
ク
教
授
と
約
束
し
て
か
ら
一
年
目
、
感
無

量
で
す
。

こ
れ
に
て
、
て
ん
か
ん
診
療
の
意
気
は
ま
す
ま

す
あ
が
り
、
引
き
続
き
脳
波
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

続
け
れ
ば
、
極
め
て
有
効
な
技
術
協
力
と
な
り
ま

す
。
い
ま
ま
で
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
、

て
ん
か
ん
患
者
た
ち
に
少
し
ず
つ
大
き
な
恩
恵
が

ゆ
き
わ
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
に
な
っ
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
と

J
A
M
S
に
「
て
ん
か
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
開
設

さ
れ
、
延
べ
診
療
数
約
三
千
名
、
現
在
数
百
名
が

定
期
治
療
下
に
あ
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
多
く
の
患
者
た
ち
に
励
ま
し
を
与
え
て

い
ま
す
。
ど
う
も
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
脳
波
計
を
寄
贈
さ
れ
た
福
岡
・
北
九
州
の

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
方
々
に
、
心
か
ら
の
感
謝
の

意
を
お
伝
え
下
さ
い
。

カ
イ
バ
ル
峠
の
向
こ
う
側
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で

は
激
し
い
戦
闘
が
続
い
て
お
り
、
三
月
に
入
っ
て
、

負
傷
し
た
瀕
死
の
戦
闘
員
を
満
載
し
た
車
が
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
を
行
き
来
し
て
い
ま
す
。
パ
キ
ス
タ
ン

側
で
は
、
例
の
予
言
者
モ
ハ
メ
ッ
ド
を
誹
謗
し
た

出
版
物
で
反
米
暴
動
が
頻
発
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

英
国
領
事
館
も
爆
弾
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。

一

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
「
戦
後
処
理
」
も
米
ソ
の
思

惑
が
か
ら
ん
で
、
抗
争
と
混
乱
の
巷
で
す
。
平
和

は
ま
だ
遠
い
で
す
。

で
は
ま
た
、
と
り
あ
え
ず
。
皆
様
も
お
元
気
で
。

一
九
八
九
年
三
月
二
十
五
日
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（
ソ
連
軍
撤
退
以
降
）
今
ま
で
難
民
援
助
団
体
と
し
て

活
動
し
て
き
た
各
国

N
G
o
（
非
政
府
団
体
）
は
、
活

動
の
中
心
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
部
に
移
動
し
始

めた。彼らの活動は、農業・医療・教育分

野の多岐にわたり、幅広い分野で国土再建

の主力となりつつあるが、日本のNGOの

活動は他国に比すれば皆無に等しい。また、

日本が他国を凌ぐ援助をしていると言って

も、主として国連を介する技術・財政援助

に限定されており、それがどのように機能

しているかは余り知る者がいない。

このような中で、現地事情に沿った有効

な援助を我々自らで組織し、たとえ小さく

とも―つの範となりうる援助の形を身を以

て示す事が求められていると思われる。我々

の活動規模は他の欧米諸国のそれと比ぶべ

くもないが、敢えてそうしてこそ、将来ア

フガニスタンと日本との真の友好の絆が培

われて行くものと信ずる。

我々は、決して金や物資に飢えているの

ではない。祖国アフガニスタンは米ソの弾

丸で蹂躙されたかと思えば、今度は国際援

ア
J フ
A ガ
M 
s 一_， 
ス

責 夕任
者 ン
Dr. 復シ
ヤ 興
ワ
リ の． 
ワ た
リ
ザ め
リ のフ
岳
顧
問

中

村

哲
計
圃

①
活
動
母
体
は
日
本
ー
ア
フ
ガ
ン
医
療
奉
仕

団

(
J
a
p
a
n
,
A
f
g
h
a
n
M
e
d
i
c
a
l
 Service)
で
あ

る
。
こ
の
前
身
は
、
一
九
八
六
年
以
来
日
本
側
の

民
間
援
助
で
支
え
ら
れ
て
き
た

A
f
g
h
a
n
Lep' 

rosy Service
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
公
認
の
独

立
し
た
難
民
医
療
団
体
で
あ
り
、

A
C
B
A
R
（民

間
の
ア
フ
ガ
ン
難
民
援
助
団
体
協
議
会
）
に
属
し
、

U
N
H
C
R
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
）
と
も
緊

密
な
接
触
を
持
っ
て
い
る
。

②
本
計
画
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
の
た

め
の
医
療
援
助
活
動
を
、
現
在
の
「
難
民
救
済
活

ー

助
と
い
う
名
前
で
不
必
要
に
注
が
れ
る
金
に
よ
っ

て
蹂
躙
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
我
々
は

心
の
こ
も
っ
た
真
の
友
好
と
平
和
の
絆
に
飢
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
長
い
こ
と
ロ
シ
ア
と
欧
米
勢
力

の
暴
虐
と
干
渉
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
我
々
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
人
々
に
と
っ
て
、
日
本
は
今
で
も
一

つ
の
輝
か
し
い
希
望
で
あ
る
。
た
と
え
片
思
い
で

あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
決
し
て
誇
張
や
世
辞
で
は
な

い
。
日
本
の
心
あ
る
人
々
と
の
協
力
を
我
々
は
誇

り
を
以
て
感
謝
し
て
い
る
。
こ
の
、
温
か
い
友
好

と
協
力
の
輪
が
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
や

ま
な
い
。

援
助
活
動
の
概
要
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I~ 急冒告 i
JAMS発 l

i 
！ 良心の揮丸をベシャワールヘ i 
i i i 去る 2月15日、待ち望んだソ連軍の撤退が i 
， 完了したと伝えられました。日本側ではソ連 i 

！ 軍撤退＝和平の到来と受け取られがちであり i i ますが、混乱はここしばらく数年以上は続く i 
ものと思われます。事実、難民は現在むしろ ！ 
l 増加しているのです。 ！ 
他方、アフガニスタン復興のための援助活 ！ 

i 動は欧米・アラブ各国の民間を中心に大掛力‘ i 
i りに組織されようとしております。一部には i 
! 「アフガン難民は他の難民に比ぺればマシで 1 

！ ぁる」とか、「アフガン難民援助は政府のお先 ！ 
！ 棒を担ぐものである」とかの風評もあります ！ 
！ が、これは紙の上でしか実清を知らぬ独善的 ！ 
！ な意見です。実際に目前で起きている実情を ！ 

！ 見て下さい。手をこまねいて見るに忍ぴませ ！ 
iん。 1
i アフガニスタンの荒廃は凄惨なものがあり、 ！ 
i その再建は長い長い歳月を要するでしょう。 i 
！ 死者最低百万人といわれますが、これは極め ！ 
i て控え目な数字です。日本政府も国連機関を ！ 

i 通じて積極的に本腰を入れつつあります。し I 
！ 

I 
かし、やはりきめの細かい支援というのは、 I 

i 現地事情を熱知した民間の我々しかできぬ事 1 

， もあります。何よりも、「政府がやってるのだ i 

！ から我々が何も……」というのでは余りに寂 i 

l 
1 しい気が致します。
既に皆様にお知らせしたように、心あるア l 

； フガンの人々は決して金や物に飢えているの ' 

1 ではありません。心のこもった温かい友情に ！ 
i 基づいた協力に飢えているのです。 Japan- j 
i Afghan MedicaI Serviceは、短期•長期を問わ ！ 
i ず、日本のポランタリーを受け入れる用意が ！ 

！ 
！ ぁります。医療関係に限らず、英文の事務、 i 
， 連絡通信係、情宣係、夫々のタレントに応じ i 
l て協力して下さる方を歓i!IIいたします。私達 ； 
． の活動は、決して大きなものではありません ： 
I が、小さくとも温まる手作りの良心の灯を絶 i 
！ やさぬよう、この危急時にこそ力を合わせよ i 
i うではありませんか。 i 
i 志があっても、なかなか身動きのとりにく i 
i い日本の事情はよく解っております。現地に ， 
！ 出れぬ方は財政援助でも祈りでも、何でも結 ｝ 
i 構です。どうぞ私達の活動をお支え下さい。 ！ 

！ ベシャワールから、切に皆様のこ協力を訴え ！ 
i ます。
！ ・
！ 

1989年 3月22日
i Japan-Afghan Medical Service ! 
1 責任者 Drシャワリ・ワリザリフ i 
l (JAMSの活動にこ協力下さる方はペシャワー ！ 
； ）レ会事務局までこ4一報下さい。募金の場合も ！ 
i その旨こ・明記下さい。なお、 JAMSでは、アフ ！ 

i ガン・ジュータンのワーク・ショップも始め ！ 
1 ました。年間製作能力は 5枚です。併せてこ・
i 協力下さい。）

1.. - -----•一•ー ・.. .. ...・ ー ・ ー ・'_ •ー ・ ー ・ ー・ー ・ ● ・ー・ ー ・ ....l

（
六
カ
月
）
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
本
部
に
開
設
、

`
．
,
 

4
 

,
', 

の
候
補
者
を
選
び
、
短
期
の
診
療
員
養
成
コ
ー
ス

こ
の
た
め
、
各
村
よ
り
一
名
、
計
二
十
名

デ
ル
的
な
医
療
協
力
態
勢
を
作
り
上
げ
る
。

O
O
I五、

0
0
0家
族
）
を
対
象
に
し
て
、

モ

シ
ェ
ー
ル
な
ど
）

の
二
十
力
村
（
人
口
各
一
、

0

シ
ャ
ン
、

ク
ナ
ー
ル
、

ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
、

バ
ン
ジ

さ
ら
に
北
東
部
山
岳
地
帯
の
無
医
地
区
（
バ
ダ
ク

の
み
な
ら
ず
、
他
の
一
般
的
な
疾
病
を
も
診
療
し
、

極
的
に
協
力
す
る
も
の
で
あ
る
。

＇、3
 

，
＇し

従
来
主
た
る
診
療
対
象
で
あ
っ
た
ら
い
病

動
」
か
ら
更
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
部
へ
拡
大
発

展
さ
せ
、
北
東
部
の
農
村
復
興
に
医
療
側
か
ら
積

所
定
の
徹
底
し
た
訓
練
を
施
し
て
各
村
の
サ
ブ
・

セ
ン
タ
ー
に
配
置
す
る
。
各
診
療
員
は
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
の
セ
ン
タ
ー
と
の
緊
密
な
連
絡
の
下
に
各
村

の
保
健
衛
生
状
態
の
改
善
に
力
を
注
ぎ
、
以
て
自

分
の
村
の
復
興
・
建
設
に
協
力
す
る
。

固
医
療
と
切
り
離
せ
ぬ
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

と
く
に
伝
統
的
な
水
利
施
設
の
再
建
・
充
実
は
急

務
で
あ
り
、
本
計
画
の
一
部
と
し
て
関
係
者
の
協

カ
の
下
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

⑥
諸
外
国
の
ア
フ
ガ
ン
難
民
援
助
の
弊
害
は
、

し
ば
し
ば
地
元
（
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
）
の

同
様
に
貧
困
な
状
態
を
等
閑
視
し
て
き
た
こ
と
、

ア
フ
ガ
ン
人
の
一
部
に
外
国
へ
の
依
存
体
質
を
作

り
上
げ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

我
々
の
活
動
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
や
北
西
辺
境
州

住
民
に
も
益
あ
る
よ
う
配
慮
し
、
依
存
体
質
の
助

長
を
極
力
排
除
し
て
、
「
自
立
へ
の
援
助
L

を
固
い

方
針
と
す
る
。
ま
た
、
諸
外
国
の

N
G
o
と
異
な

っ
て
、
我
々
は
い
か
な
る
政
治
・
思
想
・
宗
教
的

な
意
図
を
持
た
ず
、
医
療
人
と
し
て
厳
正
中
立
で

臨
む
。⑦
―
九
八
九
年
一
月
よ
り
訓
練
コ
ー
ス
を
開

設
、
一
九
八
九
年
夏
よ
り
各
村
に
診
療
員
の
配
備

を
開
始
、
試
行
期
間
を
二
年
間
と
し
、
良
好
な
結

果
を
確
認
し
て
か
ら
拡
大
を
図
る
。

（
以
下
次
号
に
続
く
）
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会
報
18
号
で
紹
介
し
ま
し
た
、
大
分
の
医
師
石

松
義
弘
さ
ん
は
、
医
療
協
力
の
た
め
、
去
る
四
月

十
七
日
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
中
村
先
生
の
も
と
へ

無
事
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
石
松
さ
ん
を
物
心
両
面
で
支
援
し
て
行
こ

う
と
、
彼
の
勤
務
先
で
あ
っ
た
「
天
心
堂
へ
つ
ぎ

病
院
」
の
方
々
を
中
心
に
、
大
分
で
「
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
の
石
松
医
師
を
支
え
る
会
（
略
称
）
」
が
発
足
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
大
分
の
「
支
え
る
会
」
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
よ
り
、
趣
意
書
及
び
、
石
松
さ
ん
の
出

発
を
前
に
し
て
の
弁
を
転
載
さ
せ
て
頂
き
、
六
年

目
を
迎
え
よ
う
と
す
る
私
達
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」

も
、
も
う
一
度
、
発
足
当
時
の
あ
の
熱
い
想
い
を

想
い
起
こ
し
、
同
時
に
、
中
村
先
生
の
言
わ
れ
る

「
有
名
無
名
を
問
わ
ず
、
小
さ
く
と
も
多
く
の
良

心
を
束
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
を
湿
め
る
手
作

り
の
灯
（
『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
』
あ
と
が
き
よ
り
）
L

＊
 

＊
 

＊
 

こ
の
二
年
間
、
特
定
医
療
法
人
天
心
堂
へ
つ
ぎ

病
院
（
大
分
市
）
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
実
践
の

中
で
、
卒
業
研
修
を
積
ま
れ
た
石
松
医
師
は
、
来

た
る
一
九
八
九
年
四
月
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民

救
援
救
ラ
イ
医
療
の
た
め
、
荒
涼
と
し
た
パ
キ
ス

タ
ン
内
陸
北
西
端
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
出
立
さ
れ

ま
す
。御
存
知
の
よ
う
に
、
現
地
は
未
だ
戦
塵
収
ま
ら

ぬ
ど
こ
ろ
か
、
一
触
即
発
の
緊
迫
し
た
状
況
に
あ

り
ま
す
。
九
年
余
の
外
国
軍
隊
の
侵
略
と
、
打
ち

趣

意

「ペ

書

「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
石
松
医
師
を
支
え
る
会
」

つ
づ
く
内
戦
の
た
め
に
、
多
く
の
人
家
や
町
が
破

壊
さ
れ
、
生
命
線
と
も
い
う
べ
き
乏
し
い
耕
地
や

水
路
も
ズ
タ
ズ
タ
に
引
き
裂
か
れ
、
そ
の
結
果
一

二
0
0万
の
総
人
口
の
中
、
実
に
一

0
0万
人
の

戦
死
、
五

0
0
万
人
に
も
の
ぼ
る
人
々
が
難
民
化

し
、
国
境
を
こ
え
て
流
浪
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ

の
復
興
に
は
何
十
年
か
か
る
か
想
像
も
つ
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
悲
惨
な
こ
と
に
は
、
戦
禍
や
飢
餓
に
く

わ
え
て
、
急
性
伝
染
性
疾
患
、
結
核
や
ラ
イ
な
ど

の
慢
性
伝
染
性
疾
患
が
蔓
延
し
、
地
域
社
会
の
復

興
の
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
で
最
も
多
い
難
民
を
出
し
て
い
る
こ
の
地

＊
 

＊
 

＊
 

支
え
る
会
（
略
称
）
」

が
継
続
し
得
て
来
た
こ
と
の
意
義
を
再
確
認
す
る

機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
分
の
皆
さ
ん
の
「
支
え
る
会
」
の
発
展
を
、

心
よ
り
応
援
す
る
と
共
に
、
互
い
に
協
力
を
惜
し

ま
ず
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
分
で
発
足

シ
ャ
ワ
ー
ル
の
石
松
医
師
を

｀`―. 一
← ふ ．，い●●"“
・ヽ｀

「石松医師を支える会」パンフレット

i
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壮
快
な
青
年
の
志
に
、
彼
は
何
ら
と
く
に
気
負

う
と
こ
ろ
も
な
く
平
々
旦
々
と
し
て
任
に
赴
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
難
民
の
対
極
に
あ
っ
て
、

難
民
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
原
因
と
な
り
続
け
て
い

る
日
本
。

そ
れ
故
に
こ
そ
経
済
大
国
と
し
て
巨
大
に
成
長

し
な
が
ら
も
難
民
の
た
め
に
な
す
こ
と
の
極
端
に

少
な
い
日
本
か
ら
、
一
人
の
青
年
医
師
が
、
今
こ

の
よ
う
に
船
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
と
寸
志
を
持
ち
寄
り
、

こ
の
“
支
え
る
会
＂
を
つ
く
り
、
石
松
医
師
の
現

地
で
の
活
動
を
、
物
心
と
も
に
さ
さ
や
か
な
が
ら

持
続
的
に
支
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

多
く
の
皆
様
が
こ
の
趣
意
に
賛
同
さ
れ
、
と
も

に
石
松
医
師
を
支
援
さ
れ
ん
こ
と
を
、
喚
び
か
け

丈
夫
四
海
に
志
さ
ば

万
里
も
猶
比
隣
の
如
し
（
魏
・
曹
植
）

域
に
、
日
本
か
ら
は
僅
か
に
一
名
の
医
師
が
、
六

年
前
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
石

松
医
師
は
、
こ
の
医
師
（
中
村
哲
先
生
）
と
協
力

し
な
が
ら
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
病
院
を
拠
点
に
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
の
た
め
の
農
村
医
療
計
画

の
礎
石
に
な
っ
て
働
こ
う
と
志
さ
れ
て
い
ま
す
。

壮行会で花束をもらい照れる石松さん

る
次
第
で
す
。

＾
事
薬
＞
本
会
は
、
本
会
名
称
の
主
旨
の
も
と
に
、

石
松
医
師
を
通
じ
て
現
地
の
こ
と
を
知
り
、
石
松

医
師
を
通
じ
て
現
地
の
人
々
の
自
立
的
復
興
と
発

展
を
支
援
し
、
私
達
の
日
常
生
活
の
あ
り
方
を
み

な
お
し
、
必
要
な
情
報
宣
伝
、
募
金
活
動
を
行
う
。

会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行
う
。

＾
会
費
＞
本
会
は
主
と
し
て
個
人
会
費
に
依
拠
し

て
運
営
さ
れ
る
。
会
費
は
学
生
会
員
は
年
額
一
口

一、

0
0
0円
（
以
上
）
、
一
般
会
員
は
、
年
額
一

ロ
ニ
、

0
0
0円
（
以
上
）
を
納
入
す
る
。

会

則

の

部

►

壮
行
会
に
集
ま
っ
た
6
0人
余
り
の
人
々
に
現
地
の
説
明
を
す

る
石
松
医
師

＇`
ー

1
,
1
i
'
j

「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
石
松
医
師
を
支
え
る
会
」

一

一

へ

．

つ
ぎ

＿

連
絡
先
：
大
分
市
中
戸
次
5
1
5
8
|
2

-

一

天

心

堂

へ

つ

ぎ

病

院

内

一

~

6(O975)9715551

-

i

（
担
当
・
小
畑
貴
子
）

一一

r
1
1
‘
 
•• 
'
,

9
ヽ

9

1

ー

：

9
9
,
'
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（
 

私
は
ど
の
よ
う
に
し
て
他
の
人
の
役
に
立
て
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
は
、
そ

の
人
の
置
か
れ
た
立
場
や
環
境
に
従
っ
て
、
役
に
立
つ
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い

と
思
う
。
困
っ
て
い
る
人
は
日
本
に
だ
っ
て
沢
山
い
る
。
し
か
し
、
困
っ
て

い
る
人
が
最
も
多
い
場
所
へ
も
努
力
す
れ
ば
行
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
誰

か
が
行
く
べ
き
で
あ
り
自
分
が
行
け
る
の
な
ら
行
こ
う
と
思
っ
た
。

第
三
世
界
を
旅
す
る
と
、
自
分
を
取
り
戻
し
た
よ
う
な
気
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
そ
の
地
で
暮
ら
す
人
々
の
素
朴
な
人
間
ら
し
さ
が
そ
う
さ
せ
る
の
だ
と
思
う
。

な
に
も
善
人
ば
か
り
が
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
弱
さ
や
ず
る
さ
を
含
ん
だ
む
き

出

し

の

人

間

ら

し

さ

な

の

で

あ

る

。

．

，

そ
の
人
々
が
、
今
、
飢
餓
と
病
気
と
戦
禍
に
苦
し
ん
で
い
る
。
貧
し
さ
は
今
に
は
じ

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の
困
難
さ
は
年
々
大
き
く
な
り
、
展
望
の
な
い
行
き
止

ま
り
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
の
遥
か
に
白
く
輝
く
山
稜
や
青
い

空
と
対
照
的
に
、
強
烈
な
日
射
し
と
砂
埃
の
中
で
、
人
々
は
飢
え
、
疲
弊
し
、
檻
被
の

如

く

死

ん

で

ゆ

く

。

'

私
た
ち
日
本
を
含
め
た
先
進
国
と
い
わ
れ
る
国
の
人
々
の
生
活
と
、
打
ち
ひ
し
が
れ

た
彼
ら
の
み
じ
め
さ
と
悲
し
み
の
間
に
横
た
わ
る
不
条
理
が
、
私
が
医
師
と
し
て
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
行
く
理
由
の
―
つ
で
あ
る
。

も
う
―
つ
の
理
由
は
、
私
自
身
の
生
き
方
の
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
私
は
登
山
家
に

な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
高
校
生
の
こ
ろ
で
あ
る
。
美
し
く
厳
し
い
自
然
の
中
で
、
生
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き
て
い
る
と
い
う
事
を
確
か
に
感
じ
な
が
ら
山
に
登
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
人
が
互
い

に
支
え
あ
う
存
在
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
き
、
考
え
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
の
ネ
パ
ー
ル
の
小
さ
な
村
で
、
一
人
で
旅
行
中
に
病
気
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
町
ま
で
歩
い
て
一
週
間
は
か
か
る
、
電
気
も
水
道
も
な
い
数
軒
の
農
家
が

あ
る
だ
け
の
と
こ
ろ
だ
。
発
熱
と
下
痢
に
数
日
間
苦
し
み
、
動
け
な
く
な
っ
た
私
を
介

抱
し
て
く
れ
た
の
は
、
激
し
い
農
作
業
と
貧
し
い
食
事
に
や
せ
細
っ
た
農
婦
だ
っ
た
。

話
す
べ
き
共
通
の
言
葉
も
な
く
、
背
負
っ
て
い
る
運
命
や
社
会
も
異
な
る
人
な
の
に
、

私
を
み
つ
め
る
瞳
の
奥
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
温
か
み
に
、
大
切
な
こ
と
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
だ
と
思
っ
た
。
人
は
互
い
に
支
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
生
き
う
る
の
で
あ
り
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
自
分
も
他
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

私
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
他
の
人
の
役
に
た
て
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
は
、
そ
の
人
の

置
か
れ
た
立
場
や
環
境
に
従
っ
て
、
役
に
立
つ
．こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
困
っ
て

い
る
人
は
日
本
に
だ
っ
て
沢
山
い
る
。
し
か
し
、
困
っ
て
い
る
人
が
最
も
多
い
場
所
へ

も
努
力
す
れ
ば
行
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
誰
か
が
行
く
べ
き
で
あ
り
自
分
が
行
け
る

の
な
ら
行
こ
う
と
思
っ
た
。
自
分
の
夢
の
た
め
、
自
己
実
現
の
た
め
に
、
と
も
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
自
己
を
失
っ
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
、
そ
の
た

め
に
行
く
の
だ
と
も
言
え
る
。
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
当
に
飢
え
た
人
の
目
は
、

う
つ
ろ
で
光
が
な
い
。
何
も
こ
ち
ら
に
訴
え
か
け
て
こ
な
い
透
明
な
ガ
ラ
ス
玉
の
よ
う

で
あ
る
。
そ
ん
な
目
を
み
る
と
き
、
飢
え
て
い
な
い
自
分
に
対
す
る
う
し
ろ
め
た
さ
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
は
、
人
間
と
し
て
ど
う
生
き
る
の
か
、
自
分
に
問
い
か
け
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
こ
ち
ら
の
心
を
う
つ
す
鏡
の
よ
う
で
す
ら
あ
る
。
人
間
と
し
て
、
医
者

と
し
て
、
誰
の
た
め
に
ど
う
生
き
る
の
か
と
い
う
問
い
へ
の
私
な
り
の
答
え
が
、
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
ヘ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

略歴

1959年

1978年

熊本県生まれ。

済々貴高校卒業。

在学中、山岳部で九州や信州の山を登る。

国立大分医科大学入学。

タイ、ネパールを 3週間ほど旅行。はじめて第

三世界の貧しさに触れる。

アフリカ東部（ケニア、タンザニア、ウガンダ）

に行き、難民と援助の問題の深さを知る。帰国

途中に寄ったパキスタンのアフガン難民キャン

プで中村哲医師と出会う。

大分医科大学卒業。

天心堂へつぎ病院にて外科、内科の研修開始。

1989年4月 パキスタンのペシャワールヘ出発。

1980年

1982年

1985年

1987年
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私
が
こ
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
来
て
、
ま
た
た
＜

間
に
六
カ
月
が
過
ぎ
、
十
月
当
初
の
埃
に
ま
み
れ

た
無
味
乾
燥
な
風
景
も
、
今
は
日
本
で
言
う
初
夏

を
迎
え
ま
し
た
。
あ
た
り
一
面
黄
色
の
デ
ー
ジ
ー

の
花
が
咲
き
乱
れ
、
花
橘
の
香
り
も
漂
い
、
一
歩

郊
外
に
足
を
運
べ
ば
、
青
い
麦
や
新
緑
が
朝
日
に

照
り
返
る
一
年
中
で
い
ち
ば
ん
良
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

◎
レ
プ
ロ
シ
ー
病
棟
で
の
医
療
活
動

私
の
勤
務
先
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
病

床
数
約
百
五
十
床
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
レ
プ
ロ
シ
ー
病
棟
で
す
。
約

五
十
床
の
新
病
棟
が
昨
年
七
月
よ
り
、
建
設
中
の

た
め
、
以
前
使
用
し
て
い
た
病
室
が
数
室
壊
さ
れ
、

現
在
、
二
十
六
床
、
ベ
ラ
ン
ダ
を
使
っ
て
も
三
十

床
ま
で
が
限
界
と
い
う
小
規
模
医
療
機
関
で
す
。

スタッフはレプロシー・テクニシャンと

して教育を受けた三名の看護士と資格を持

たない一名の助手、それに現在病気療養中

の門番で構成されています。そして一名が

外来担当、二名が病棟を担当しています。

私の主な仕事は、足底潰瘍を持つ患者の

包帯交換、損傷部の洗浄、傷周囲の角質化・

腐敗した部分の除去、時にはウジ虫の湧い

た傷の消毒などに大部分を費やして、その

後に与薬、配膳、体温表の点検、スタッフ

が受けている中村先生からのオーダーの点

検、週一回のJAMSでの中村先生の手術

介助などを行っています。仕事量はレプロ

シーが慢性疾患ということもあり、日本と

比べようもなく少なく、記録物といえば、

体温表、来院当初の病歴記載、その他病棟

日誌もどきの簡単な患者の病状記録のみで、

伝
． 
女

統 性
の

的 目
で

習 み

俗
た
ペ

と シ
ヤ

ペ

医 ワシ

I ヤ

療ワ
）レ| 

）レ

の棗
務

矛局

安
盾

部 の
美 中
知ロ で子
, -、

看
灌＂文
婦-

つ
ぎ
に
、
私
の
一
番
の
関
心
事
は
、
私
と
同
性

で
あ
る
女
性
の
社
会
的
立
場
、
生
活
風
習
で
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
を
基
盤
と
し
た
お
国
が
ら
だ
け
に
、

原
則
と
し
て
肉
親
以
外
に
は
、
肌
を
見
せ
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
目
の
部
分
だ
け

◎
チ
ャ
ド
ル
と
女
性
患
者

日
本
で
記
録
の
必
要
性
を
た
た
き
こ
ま
れ
た
私
と

し
て
は
、
嘘
の
よ
う
な
状
況
で
す
。
医
療
機
器
の

不
備
も
目
立
ち
、
消
毒
用
の
カ
ス
ト
、
ピ
ン
セ
ッ

ト
は
錆
び
つ
き
、
医
術
用
の
ハ
サ
ミ
は
切
れ
が
悪

く
、
角
質
部
を
削
る
カ
ミ
ソ
リ
も
シ
ャ
ー
プ
さ
に

欠
け
、
ガ
ー
ゼ
は
目
が
荒
く
て
薄
い
と
、
最
先
端

を
行
く
日
本
の
医
療
機
器
に
比
較
す
る
と
、
難
点

を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
看
護
の
レ
ベ
ル
も
、
消
毒
後

何
日
た

っ
た
か
わ
か
ら
な
い
注
射
器
や
ピ
ン
セ
ッ

ト
を
使
用
す
る
な
ど
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

現
状
で
、
口
を
酢
っ
ば
く
し
て
説
明
し
た
あ
げ
く
、

や
っ
と
実
行
す
る
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
す
。
こ
の

程
度
の
事
は
、
日
常
茶
飯
時
で
、
他
の
公
営
病
院

で
さ
え
も
治
療
は
杜
撰
で
、
私
達
の
病
院
の
ス
タ

ッ
フ
の
技
術
に
及
ば
ず
、
公
営
病
院
か
ら
ギ
ブ
ス

巻
き
の
依
頼
を
受
け
る
患
者
は
、
感
染
だ
ら
け
の

潰
瘍
持
参
で
来
院
し
、
為
す
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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が
メ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
見
透
し
の
き
く
よ
う
に
な

っ
た
シ
ー
ツ
の
よ
う
な
ブ
ル
カ
と
い
う
布
を
頭
か

ら
す
っ
ぼ
り
と
ま
と
っ
た
女
性
、
あ
る
い
は
チ
ャ

ド
ル
と
い
う
大
判
の
ス
カ
ー
フ
を
目
の
部
分
を
除

き
巻
い
て
い
る
忍
者
ま
が
い
の
女
性
、
と
い
っ
た

伝
統
的
な
服
装
は
近
年
減
少
し
、
マ
チ
コ
巻
き
ス

タ
イ
ル
が
一
般
的
な
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
は
盗

賊
の
イ
メ
ー
ジ
が
抜
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
い
で

に
言
う
と
、
逆
に
男
性
の
立
場
で
こ
の
ス
タ
イ
ル

を
見
る
と
、
布
の
下
の
秘
め
ら
れ
た
貴
婦
人
の
姿

を
想
像
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
肌
を
見
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
風
習
は
、

医
療
に
お
い
て
弊
害
を
浮
き
ぼ
り
に
し
て
い
ま
す
。

女
性
患
者
の
場
合
、
男
性
ス
タ
ッ
フ
に
は
服
か
ら

出
た
頭
部
、
手
先
、
足
先
の
み
し
か
見
せ
よ
う
と

し
ま
せ
ん
し
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
観
察
を
躊

躇
し
ま
す
。
こ
の
風
習
の
せ
い
で
手
遅
れ
に
な
っ

て
、
診
察
に
来
る
の
も
希
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ

カ
月
前
ち
ょ
う
ど
私
が
休
暇
中
に
、
老
婦
人
が
転

倒
し
骨
折
を
起
こ
し
牽
引
治
療
を
始
め
た
の
で
す

が
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
そ
の
患
者
は
床
擦
れ
を
お

こ
し
、
家
族
も
離
れ
て
い
た
た
め
排
尿
介
助
を
す

る
人
も
な
く
セ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ド
ル
を
お
む
つ
代

わ
り
に
あ
て
が
い
、
尿
に
ま
み
れ
て
ベ
ッ
ド
に
横

た
わ
っ
て
い
た
と
い
う
悲
惨
な
状
況
で
し
た
。
男

性
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
す
の
で
女
性
患
者
へ
の
観
察

が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
の
は
責
め
ら
れ
ま
せ
ん
し
、

女
性
用
の
尿
器
さ
え
も
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
無

理
も
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
男
性

が
介
助
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
こ
の
患

者
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
術
後
、
何
日
も

体
を
拭
く
こ
と
も
な
く
ベ
ッ
ド
に
臥
せ
て
い
る
女

性
も
い
ま
す
。
今
は
た
だ
、
私
が
去
っ
た
後
、
こ

の
恥
じ
ら
い
多
き
女
性
患
者
た
ち
の
た
め
に
女
性

ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
の
み
で
す
。

「
男
女
席
を
同
じ
う
せ
ず
」

戦
前
ま
で
「
男
女
席
を
同
じ
う
せ
ず
」
と
日
本

で
謳
わ
れ
た
よ
う
に
、
教
育
機
関
は
共
学
の
学
校

が
少
な
く
、
農
村
地
域
で
は
女
子
は
家
事
や
子
守

に
忙
し
く
て
、
就
学
の
チ
ャ
ン
ス
に
さ
え
恵
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
飲
食
も
女
性
同

伴
者
用
に
、
店
内
の
奥
に
仕
切
ら
れ
た
場
所
が
設

置
さ
れ
、
病
院
の
待
合
い
室
も
別
々
で
す
し
、
結

婚
披
露
宴
も
分
離
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
慣

れ
な
い
私
達
に
は
、
と
て
も
奇
妙
に
見
え
る
光
景

で
す
。
職
業
を
持
っ
た
婦
人
は
少
な
く
、
結
婚
後

は
家
庭
に
納
ま
る
の
が
一
般
的
で
、
医
療
従
事
者
、

教
職
員
を
除
き
、
オ
フ
ィ
ス
・
レ
デ
ィ
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
近
、
私
の
知
り
合
い
で
事
務
員
と

◎ 

I 

病院で仲良くなった患者さんと

そのお孫さん。白衣が安部さん

し
て
働
い
て
い
た
若
い
女
性
が
、
外
で
働
い
て
は

い
け
な
い
と
諭
さ
れ
辞
職
し
ま
し
た
。
街
中
の
食

料
品
店
、
洋
品
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
銀
行
な
ど
の

窓
口
で
、
私
は
一
度
も
女
性
の
事
務
員
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
総
て
男
性
で
す
。
一
部
の
女

性
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
自
由
が
な
い
の
で
、
将
来

外
国
で
働
き
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
し
、
か
な
り

の
若
者
が
、
実
際
に
外
国
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
と

し
て
、
お
も
に
ア
ラ
ブ
諸
国
で
職
を
得
て
い
ま
す
。

将
来
、
女
性
の
権
利
に
つ
い
て
理
解
の
あ
る
政
治

家
が
出
れ
ば
、
少
し
は
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
…
。
毎
日
の
食
料
品
、
日
用
品
の
買
い
出
し
も

男
性
で
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
街
で
全
く
女
性
を

見
掛
け
な
い
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し

ず
つ
外
出
の
チ
ャ
ン
ス
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
化
粧
品
、
衣
類
や
装
飾
品
を
選
ぶ
時
の

女
性
の
表
情
、
興
味
は
万
国
共
通
で
す
。



1989年5月20日 ペシャ ワール会報 (12) 

◎
混
沌
は
続
く

い
っ
た
両
極
端
の
混
沌
と
し
た
中
で
、

は
な
ぜ
か
平
静
を
保
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
と
い

う
、
訳
の
判
ら
ぬ
政
情
下
で
暮
ら
し
て
み
て
、
私

は
、
宇
宙
規
模
的
な
他
力
本
願
的
運
命
や
、
そ
こ

ら
の
蟻
規
模
の
自
力
本
願
的
な
生
の
営
み
を
垣
間

見
た
気
が
し
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
中
村
先
生
と
共

に
仕
事
が
で
き
、
無
害
で
は
あ
っ
て
も
決
し
て
有

害
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
祈
っ
て
、
近
況
報
告
を

終
わ
り
ま
す
。

＊
中
村
先
生
が
助
け
を
も
と
め
て
い
る
多
く
の

人
々
の
た
め
に
ご
健
康
で
お
働
き
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

（
福
岡
市
吉
田
栄
子
）

＊
主
の
お
働
き
感
謝
致
し
ま
す
。
主
が
共
に
歩

ま
れ
て
い
る
事
を
信
じ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
佐
賀
県
原
さ
よ
子
）

＊
中
村
先
生
を
は
じ
め
御
活
動
さ
れ
て
い
る
皆

様
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
に
御
留
意
下
さ
り
御
活
躍

下

さ

い

。

（

福

岡

市

西

田

哲

朗

）

＊
並
大
抵
で
な
い
現
地
で
の
御
活
動
、
本
当
に

頭
が
下
り
ま
す
。
皆
様
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
、

お
仕
事
が
充
実
し
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
い
た
し

ま

す

。

（

柳

井

市

片

山

恭

子

）

＊
先
生
の
御
健
康
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
良
き

働
き
人
が
育
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
祈
り
い

た

し

ま

す

。

廣

門

繁

子

）

ま
だ
内
戦
の
終
結
し
て
い
な
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
か
ら
山
ひ
と
つ
隔
て
た
こ
こ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で

は
、
各
ゲ
リ
ラ
の
参
謀
本
部
が
、
祖
国
の
た
め
の

聖
戦
と
銘
う
っ
て
連
夜
戦
略
を
練
り
、
そ
の
犠
牲

者
と
し
て
激
戦
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
か
ら
負
傷
者

が
次
々
と
運
ば
れ
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
一
方
で
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
極
一
部
の
富

む
階
級
が
、
何
か
に
つ
け
て
盛
大
な
宴
を
催
す
と
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＊
中
村
先
生
に
お
会
い
し
た
時
、
深
い
感
動
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
お
一
人
で
も
多
く

の
方
々
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
京
都
山
崎
桂
子
）

＊
会
報
を
有
意
義
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ご
苦
労
な
作
業
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
北
九
州
で
の
集
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま

す

。

（

北

九

州

市

松

室

淑

子

）

＊
昨
年

8
月
、
中
村
先
生
に
当
Y
W
C
A
で
パ

キ
ス
タ
ン
で
の
ご
活
動
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ソ
連
軍
引
揚
げ
後
も
難
民
問
題
は

ま
だ
ま
だ
解
決
し
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生

の
ご
活
動
の
一
助
に
お
使
い
下
さ
い
ま
せ
。

（
神
戸
市
神
戸
Y
W
C
A
)

（
太
宰
府
市

＊
中
村
先
生
ご
一
家
の
御
健
康
と
奉
仕
の
内
容

の
益
々
の
御
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
粕
屋
郡
長
尾
花
子
・
香
代
子
）

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
御
発
展
を
お
祈
り
し
ま

す
。
ま
こ
と
に
小
さ
な
力
で
す
が

J
o
c
sを

長
く
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
浮
羽
郡
田
村
恵
美
子
）

＊
会
報
No18
の
中
村
哲
氏
の
告
発
文
（
私
に
は

そ
う
間
こ
え
ま
し
た
）
相
変
ら
ず
お
元
気
で
切

れ
の
良
い
文
章
、
山
間
の
田
舎
に
日
を
暮
ら
す

身
が
恥
ず
か
し
く
も
あ
り
氏
が
う
ら
や
ま
し
く

も
あ
り
ま
す
。
人
生
、
何
か
他
人
の
為
に
生
き

る
。
こ
れ
程
の
生
き
甲
斐
他
に
な
し
で
す
。

（
兵
庫
県
西
沢
美
千
代
）

＊
子
供
た
ち
（
小
4

・
小
1
)
に
せ
が
ま
れ
て

会
報
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
聞
か
せ
ま
し
た

ら
「
役
に
立
つ
の
っ
て
う
れ
し
い
ね
L

と
言
い

一
般
市
民

ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
気
持
ち
が
パ
キ
ス
タ
ン

に
届
く
の
は
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

（
愛
知
県
中
村
祥
子
）

＊
若
い
諸
君
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
期
待
し
ま
す
。

（
宗
像
市
長
谷
川
秋
彦
）

＊
ア
フ
ガ
ン
情
勢
も
あ
り
先
生
の
御
無
事
な
御

活
躍
を
お
祈
り
申
し
て
お
り
ま
す
。

（
愛
知
県
野
田
伊
久
枝
）

＊
多
く
の
方
々
の
御
支
援
あ
れ
ば
こ
そ
、
倅
も

活
動
さ
れ
ま
す
の
で
大
変
感
謝
申
し
て
お
り
ま

す
。
遠
く
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
地
で
の
倅
一
家
に

想
い
を
は
せ
て
、
こ
の
本
を
読
ん
で
感
慨
も
ひ

と
し
お
で
お
り
ま
す
。
（
粕
屋
郡
中
村
秀
子
）

＊
会
報
は
私
達
の
心
を
ふ
る
い
た
た
せ
て
く
れ

ま

す

。

（

北

九

州

市

中

嶋

義

三

）

＊
以
前
は
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
が
俄
然
、
世
界
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
で
の
中
村
先
生
の
お
働
き
の
上
に
祈
っ
て

お

り

ま

す

。

（

粕

屋

郡

松

村

敬

成

）

＊
先
日
、
中
村
先
生
の
ご
高
著
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
に
て
」
を
ご
恵
送
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
小
さ
な
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
」
は

私
共
の
身
辺
に
無
数
に
あ
り
、
本
著
の
中
村
先

生
の
お
働
き
を
通
し
て
私
共
の
生
き
方
を
示
さ

れ
ま
す
。
俗
悪
な
出
版
物
の
洪
水
の
中
で
、
本

著
は
み
ず
み
ず
し
い
光
を
放
っ
て
い
る
感
じ
が

し
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
が
読
ま
れ
る
こ

と
を
切
望
し
そ
の
た
め
に
祈
り
ま
す
。

福
岡
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
会
の
上
に
天
上
の
祝

福
あ
ら
ん
こ
と
を
。
（
熊
本
市
沖
津
信
子
）
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今
回
、
初
め
て
の
外
国
で
し
た
が
、

ー
ル
会
報
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
大
変
に
な

じ
み
や
す
い
街
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
中
村
先
生
が

こ
の
街
を
愛
さ
れ
て
い
る
理
由
も
な
ん
と
な
く
わ

前
略

ペ
シ
ャ
ワ

伝
い
を
さ
れ
て
い
る
医
学
生
・
鎌
田
啓
介
さ
ん
か

ら
、
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
紹
介
し
ま
す
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
様
、
お
元
気
で
し
ょ
う

か
。
御
無
沙
汰
致
し
て
お
り
ま
す
。
連
絡
が
遅
れ

て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

僕
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
来
て
か
ら
早
く
も
六
週

間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
幸
い
腹
を
こ
わ
す

こ
と
も
な
く
、
元
気
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
中
村

先
生
を
始
め
、
御
家
族
、
安
部
さ
ん
も
皆
御
元
気

で
す
。

二
月
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
中
村
先
生
の
お
手

中
村
先
生
が

こ
の
街
を
愛
さ
れ
る
理
由
が

わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

古
鎌
田
啓
介
さ
ん
か
ら
の
手
紙

は
、
日
本
と
は
色
々
な
面
で
異
な
っ
て
い
る
医
療

の
実
際
や
、
根
本
で
あ
る
生
活
環
境
の
違
い
な
ど

を
見
ま
す
と
、
や
は
り
思
い
切
っ
て
来
て
み
て
良

か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す。

良
か
っ
た
な
あ
と
は

思
う
の
で
す
が
、
ま
だ
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
と
い
う
段
階
で
は
な
く
、
た
だ
あ
っ
け
に
と

ら
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
所
で
す
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
は
い
つ
ま
で
居
る
か
決
め
て 大学の研究室での鎌田さん

か
る
様
な
気
が
し
ま
す
。
た
だ
、
例
年
に
な
く
雨

が
少
な
い
と
い
う
事
で
、
猛
烈
な
土
埃
と
リ
キ
シ

ャ
の
排
気
ガ
ス
に
は
、
文
字
通
り
閉
口
し
て
お
り

ま
す
。知
識
も
技
術
も
な
い
医
学
生
で
あ
る
僕
に
で
き

る
事
と
い
え
ば
、
ら
い
患
者
の
傷
の
消
毒
や
手
術

の
お
手
伝
い
と
、
役
に
立
っ
て
い
る
と
は
到
底
思

え
な
い
の
で
す
が
、
し
か
し
、
僕
に
と
り
ま
し
て

「-------......•一ゴ

1略歴 l 
! 1965.4.1 東京中目黒生まれ ！ 
! 1983.3 神奈川県立横浜駿絋高校卒 ！ 

I ! 1988 インド方面へ旅行を計画 i 
! 11 Dr.中村の話を伝え聞き、ペシ
I ャワール会と接触

I 医療品等を届けることを快諾

1989.2.1 ペシャワールヘ出発

I 1990. 3 東北大学医学部卒業予定
.．．．..．・ • -．．．．o - ． ．． ・ • 0 • 0・I 

い
ま
せ
ん
。

鎌

田

啓

介

お
邪
魔
で
な
け
れ
ば
い
つ
ま
で
も
こ

こ
に
い
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
イ
ン
ド
や
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
な
ど
に
も
行
っ
て
み
た
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ま
だ
始
っ
た
ば
か
り

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
何
が
あ
る
か
楽
し
み
で
あ
り

ま
す
。
皆
様
も
御
承
知
の
通
り
、

中
村
先
生
の
お

人
柄
、
楽
し
い
話
も
沢
山
あ
る
の
で
す
が
、
ま
た

別
の
機
会
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

日
本
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
季
節
の
変
り
目
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
。
皆
様
ど
う
か
お
体
に
お
気
を
つ

け

て

お

過

じ

下

さ

い

。

敬

具

一
九
八
九

・
三

・
十
七
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ジ
ャ
ミ
と
ヤ
ス
ミ
ン

絵
•
山
田
純
子

隣
村
に
住
む
ジ
ャ
ミ
は
十
六
歳
の
時
、
本
家
筋
の
娘
と
無
理
強
い
の
よ
う
に
結
婚
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

数
年
後
、
い
と
こ
の
結
婚
式
に
遠
く
の
旧
王
国
ヤ
シ
ン
ヘ
お
も
む
い
た
時
、
ヤ
ス
ミ
ン
を
見
染
め
、
恋
仲
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
週
間
の
滞
在
の
間
に
結
婚
の
約
束
ま
で
取
り
交
わ
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

家
へ
戻
る
と
、
今
ま
で
父
母
に
た
て
つ
く
こ
と
も
な
か
っ
た
彼
が
、
突
然
の
よ
う
に
、
今
の
妻
と
離
婚
し

て
ヤ
ス
ミ
ン
と
結
婚
す
る
、
と
言
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
母
は
嫁
の
親
に
顔
向
け
が
出
来
な
い
、
と
冬
の
フ
ン

ザ
川
へ
身
を
投
げ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
う
な
っ
て
は
、
ジ
ャ
ミ
も
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

一
方
、
一
途
に
ジ
ャ
ミ
を
想
う
ヤ
ス
ミ
ン
は
、
様
々
な
縁
談
を
断
わ
り
通
し
た
。
と
こ
ろ
が
事
も
あ
ろ
う

に
、
彼
女
の
美
し
さ
に
惚
れ
て
、
ヤ
シ
ン
旧
王
家
の
息
子
が
結
婚
を
申
し
込
ん
で
き
た
。
こ
れ
に
は
家
族
も

一
も
二
も
な
く
、
一
方
的
に
話
を
決
め
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
当
の
ヤ
ス
ミ
ン
は
首
を
た
て
に
ふ
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
彼
女
の
兄
は
友
人
と
連
れ
だ
っ
て
ギ
ル
ギ
ッ
ト
ヘ
行
き
、
ジ
ャ
ミ
に
妹
か
ら
手
を
引
け
、
と
迫

っ
た
。
で
も
、
ジ
ャ
ミ
は
手
を
引
く
と
は
言
わ
な
い
。
怒
っ
た
兄
は
、
ジ
ャ
ミ
の
腹
を
刺
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
事
件
を
耳
に
し
た
ヤ
ス
ミ
ン
は
、

D
D
T
を
飲
ん
で
自
殺
を
は
か
っ
た
。

ヽ
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ヽ
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●
「
ヒ
ン
デ
ィ
村
最
後
の
桃
源
郷
フ
ン
ザ
に
く
ら
し
て
」
よ
り

山
田
純
子

山
田
俊
一

文
・

危
篤
に
陥
っ
た
ヤ
ス
ミ
ン
は
、
す
ぐ
さ
ま
ギ
ル

ギ
ッ
ト
の
病
院
へ
担
ぎ
込
ま
れ
た
。
こ
れ
を
聞
き

つ
け
た
ジ
ャ
ミ
は
、
彼
女
を
連
れ
出
す
と
、
官
立

の
病
院
よ
り
信
用
の
あ
る
開
業
医
に
み
せ
、
遠
く

の
都
会
か
ら
も
金
に
あ
か
し
て
薬
を
取
り
寄
せ
、

介
抱
に
専
念
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
ヤ
ス
ミ
ン

は
回
復
し
た
。

娘
は
死
ぬ
も
の
と
覚
悟
し
て
い
た
親
た
ち
も
、

ジ
ャ
ミ
の
一
途
な
姿
を
見
て
、
こ
こ
ま
で
思
い
詰

め
て
い
る
な
ら
、
と
結
婚
を
許
し
た
。
ジ
ャ
ミ
は
、

た
だ
ち
に
一
年
分
の
給
料
の
額
に
あ
た
る
八
千
ル

ピ
ー
を
結
納
と
し
て
納
め
、
実
家
へ
戻
っ
た
。

と
こ
ろ
が
父
親
は
、

「
五
年
前
に
母
を
殺
し
て
お
い
て
、
お
前
は
ま
だ

.. 
．ヽ ......、NI .、

",.. 
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こ懲
り
ん
の
か
I
.

わ
し
は
死
ん
だ
母
に
も
、
本
家

に
も
、
近
所
に
も
合
わ
せ
る
顔
が
な
い
。
お
前
が

結
婚
す
る
と
い
う
な
ら
、
母
と
同
じ
よ
う
に
死
ぬ

し
か
な
い
わ
い
’j

数
日
後
、
ジ
ャ
ミ
は
ギ
ル
ギ
ッ
ト
で
身
辺
の
整

理
を
す
ま
せ
て
実
家
へ
戻
っ
た
。
こ
の
時
た
ま
た

ま
ギ
ル
ギ
ッ
ト
に
用
の
あ
っ
た
私
は
、
行
き
も
帰

り
も
彼
の
ジ
ー
プ
に
乗
り
合
わ
せ
た
。
彼
は
途
中
、

親
戚
の
家
に
乗
り
つ
け
て
客
に
お
茶
を
ふ
る
ま
っ

た
。
帰
り
の
道
で
は
、
老
婆
を
乗
せ
て
金
を
受
け

取
ろ
う
と
せ
ず
、
「
元
気
で
な
婆
さ
ん
」
と
声
を
か

け
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

彼
は
そ
の
夜
、
ラ
イ
フ
ル
で
自
分
の
こ
め
か
み

を
撃
っ
て
死
ん
だ
。

ャ
ス
ミ
ン
ヘ
の
遺
言
に
、
「
結
納
金
を
納
め
て
あ

る
か
ら
、
自
分
の
一
族
と
結
婚
し
て
く
れ
…
…
」

と
あ
っ
た
。

ー
カ
月
ほ
ど
し
て
、
ジ
ャ
ミ
の
死
を
知
っ
た
ヤ

ス
ミ
ン
は
、
強
力
な
殺
虫
剤
を
飲
ん
で
死
ん
で
し

ま
っ
た
。

そ
の
数
力
月
後
、
心
労
の
た
め
か
、
ジ
ャ
ミ
の

父
も
他
界
し
た
。
そ
し
て
、
た
だ
一
人
残
さ
れ
た

ジ
ャ
ミ
の
妻
は
、
夫
の
一
周
忌
が
済
ん
だ
頃
、
他

村
で
再
婚
し
た
と
聞
い
た
。

＇（『ヒ

ン
デ
ィ
村
』
は
石
風
社
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
)
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て

ー
ー
瑯
そ
し
て
ア
フ
ガ
ン
難
民

●
ア
ジ
ア
の
辺
境
か
ら
放
た
れ
た
痛
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
村
哲
著
四
六
判
上
製
ニ
ニ

0
頁

ー

五

0
0
円

＊
ア
フ
ガ
ン
紛
争
が
終
結
に
向
か
い
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
し

ば
し
ば
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
様
子
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
村
先
生
に
よ
れ
ば
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
問
題
解
決

は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
る

よ
う
に
、
中
村
先
生
の
下
に
現
地
の
人
が
集
ま
り
、
自
分
達

で
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
日
本
か
ら
そ
れ
に
協
力
す
る

と
い
う

J
A
M
S
（
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
フ
ガ
ン
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
）
の
活
動
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
村
先
生
六

年
目
の
新
た
な
出
発
で
す
。
幸
い
、
石
松
医
師
を
は
じ
め
日

本
か
ら
中
村
先
生
の
所
に
赴
く
協
力
者
も
少
し
ず
つ
増
え
、

そ
れ
と
共
に
理
解
の
輪
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
更
に
、
ご
報
告
を
致
し
ま
す
。
神
戸
在
住
の
加
藤
加
代
子

さ
ん
よ
り
、
結
婚
四

0
周
年
の
記
念
に
と
、
多
額
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
松
本
ミ
ツ
さ
ん
か
ら
は
、
亡

く
な
ら
れ
た
お
母
様
の
意
志
と
し
て
、
ご
香
典
を
活
動
資
金

に
と
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
温
か
い
ご
厚
意

が
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
事
務
局
だ
よ
り
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
人
間
と
世
界
に

2
 

つ
い
て
総
て
を
語
る
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
も
誇
張
で
は

4岡

2
 
一
福

ゃ

t
l替

な
い
。
貧
困
、
富
の
格
差
、
政
治
の
不
安
定
、
宗
教
対
立
、

麻
薬
、
戦
争
、
難
民
、
近
代
化
に
よ
る
伝
統
社
会
の
破
壊
、
し
4
↑

名

振

お
よ
そ
凡
ゆ
る
発
展
途
上
国
の
抱
え
る
悩
み
が
こ
こ
に
集
〗
風
臥
饂

中
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
悩
み
ば
か
り
で
は
な
い
。
我
々
い
ァ

5
央

印7
 

中市
（
岡

092

が
忘
れ
去
っ
た
人
情
と
、
む
き
だ
し
の
人
間
と
神
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
（
著
者
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）
福
話電

＊
中
村
先
生
の
著
書
『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
』
が
全
国
的
に

反
響
を
呼
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。
共
同
通
信
で
全
国
の
地
方
紙

に
配
信
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
地
元

r
西
日
本
新
聞
」
一
面

の
コ
ラ
ム
、
そ
し
て
『
読
売
新
聞
』
の

一
面
コ
ラ
ム
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
マ
ス
コ
ミ
だ
け
で
は
な
く
、

会
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
本
を
読
ま
れ
た
方
々
の
ク
チ
コ
ミ

で
、
次
々
に
読
者
が
拡
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
行
き
つ
け
の

カ
レ
ー
屋
さ
ん
の
従
業
員
の
女
性
に
、
「
二
度
読
み
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
た
時
に
は
、
感
激
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
の
売

上
げ
の
一
部
は
中
村
先
生
の
活
動
資
金
と
し
て
も
生
か
さ
れ

ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ク
チ
コ
ミ

P
R
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
最
後
に
、
前
回
の
会
報
で
報
告
し
ま
し
た
血
液
分
析
器
を

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
持
参
し
た
宮
原
昇
さ
ん
の
報
告
は
、
若
松

ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
プ
の
活
動
の
一
環
で
あ
り
、
そ
の
旨
の

報
告
が
落
ち
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
関

係
者
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
作
巣
場
中
央
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名
―
-
1
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—
二
五
上
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第
ニ
ピ
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=
1
0
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*
F
A
X
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き
ま
し
た
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0
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二
）
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ニ
ニ
ー
四
九
一
〇

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、

J
O
C
S
の
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う

理
想
に
賛
同
し
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北

西
辺
境
州
で
の
医
療
活
動
を
支
援
し
、
必
要
な
情

宣
・
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
派
遣
母
体
で
あ
る

J
o
c
sを
通
し
て

必
要
な
協
力
を
行
う
が
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ

れ
ず
、
「
支
え
あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創
意
工

夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行
う
。

⑤
会
員
は
一
口
年
額
三
、

0
0
0円
、
学
生
会
員
一

口
一
、

0
0
0円
、
特
別
会
員
一
ロ
一

0
、

0
0

0
円
以
上
の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を
選
任

し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び
会
の

運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
福
岡

Y
M
C
A

（
〒
八
一

0
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目

10
の

24

福
岡
三
和
ビ
ル

4

F

6
七
八
一
ー
七
四
一

0
)

内
に
お
く
。
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